
事業番号 - - - -

（ ）

計（A) 8 -

女性教育のナショナルセンターとして、女性教育に関する専門的な調査及び研究等を行うことにより、女性教育の振興を図り、もって男女共同参画社会の形成の促進に資すること
を目的とする。

現状・課題
（5行程度以内）

コロナ禍により集合研修をオンライン研修に切り替えて実施した中で、オンラインの特性や社会からの関心の高い時事的なテーマを取り上げる等の工夫を行い、参加者から目標値
を超える満足度を得ることができている。今後はこれまでのオンライン研修の実績を検証し、「対面・集合研修」と「オンライン研修」のそれぞれの特性を活かし、ポスト・コロナに対応
した研修の在り方について検討が必要である。

事業概要
（5行程度以内）

①学校教育における男女共同参画推進に関する調査研究
②ジェンダー統計に関する調査研究
③困難を抱えた女性支援の在り方等についての調査研究
④新たな課題に対する調査研究

歳出予算項・目 令和5年度当初予算 令和6年度要求 主な増減理由（・要望額・予備費）

(項) 　 独立行政法人国立女性教育会館運営費

　 (目)
独立行政法人国立性教育

会館運営費交付金
8

1 2 2

補助金等(D) -執
行
額

運営費交付金(C)

　計(F)
=(C)+(D)+(E)

02006722

男女共同参画共生社会学習・安全課
男女共同参画共生社会学
習・安全課長
安里　賀奈子

会計区分 一般会計

セグメント単位の
考え方

財務諸表のとおり

セグメント名 調査研究事業 担当部局庁 総合教育政策局 作成責任者

事業開始年度 平成１３年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

国立女性教育会館

2023 文科

令和５年度セグメントシート

18 17

- -

令和6年度要求

経
常
収
益

12 11 21 8 -

運営費交付金収益化基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準

運営費交付金収益の割合
=(C)/(F)

96.8% 90.0% 89.5%

-

経
常
費
用

予算額(G) 37 13 23 9

執行率(I)
=(G)/(H)

95% 169% 117%

- - -

その他(E)

執行額(H) 35 22 27

31 20 19

30

その他 ▲ 8

-

当初予算：運営費交付金(A)

補正予算：運営費交付金(B)

予
算
額

-

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

-

-

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
独立行政法人国立女性教育会館法

-

-

-

第５次男女共同参画基本計画（令和2年12月25日 閣議決定）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要URL
https://www.nwec.go.jp/about/information/program.html

関係する
計画、通知等

主要経費 その他の事項経費

事業の目的
（5行程度以内）



　

活動目標 活動指標

活動内容①
（アクティビティ）

男女の置かれている状況を客観的に把握するための調査研究を実施

↓

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

男女共同参画や女性の活躍の推進に
資する調査研究の実施

国立女性教育会館における
調査研究事業件数

活動実績 件 4 4 4 - -

当初見込み 件 5 4 4 4 4

↓
成果目標①-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

「活動内容①」にかかる成果実績は「独立行政法人国立女性教育会館が達成すべき業務運営に関する目標」に基づいて評価されることから、中期目標を長期アウ
トカムに設定した。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

7 年度

男女共同参画や女性の活躍の推進に
資する調査研究の実施

国立女性教育会館における
調査研究事業件数

成果実績 ％ - - - -

目標値 ％ - - - 5

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

独立行政法人国立女性教育会館の業務実績に関する評価（中期目標期間評価）

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

中期目標期間中の成果目標は中期目標とそれに基づく年度目標によって定められているため

アクティビティから長期アウトカムについて６つ以上記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載 チェック



-

・アクティビティ①について、目標年度に向け引き続き取り組む。

点検結果 ・アクティビティ①について、短期アウトカムの測定指標は順調に推移している。

目標年度における効果測定に関する評価（令和8年度)

-

備考

改善の
方向性

独法所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省

526.4百万円

（A）独立行政法人国立女性教育会館

605百万円

（C）調査研究関係事業

27百万円（全20件）

【随意契約（少額）等】

事業概要：

男女共同参画社会の実現に向けた基盤

整備のための調査研究の実施

※ 国費投入額と総事業額との差額は、自己収入（受取運営権収益等）である。

事業概要：

①女性教育指導者等に対する研修等を実施するための施設を設置・管理・運

営

②女性教育指導者等に対する研修等を実施

③女性教育に関する専門的な調査及び研究を実施

④女性教育等に関する情報及び資料を収集、整理、提供

⑤①～④に付帯する業務を実施



支出先上位１０者リスト

A.

C

13

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

21

印刷製本業務 1

15

60

132

計 605 計 1

53

10

その他

備品消耗品費 消耗品等

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
独立行政法人国立女性教育
会館

1030005011641 Cに記載済みのため省略 526
運営費交付金

交付
- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

- -

3 個人Ａ - テープ起こし業務 0
随意契約（少

額）
- -

- - -

2 有限会社オーガストジャパン 3010902003113 テープ起こし業務 1
随意契約（少

額）
-

1 株式会社石井印刷 8030001021464 印刷製本業務 1
随意契約（少

額）

- - -

6 個人Ｂ - 原稿執筆謝金 0
随意契約（少

額）
-

5 公益財団法人ジョイセフ 2011105005039 原稿執筆謝金 0
随意契約（少

額）

-

4
キヤノンシステムアンドサ
ポート株式会社

5010701002751 消耗品 0
随意契約（少

額）
- - -

-

8 個人Ｃ - 原稿執筆謝金 0
随意契約（少

額）
- - -

- -

7 株式会社ABCD　Partners 9010501031336 学習管理システム利用料 0
随意契約（少

額）
- -

- -

- - -

10
一般財団法人大阪市男女共
同参画のまち創生協会

9120005004067 講師派遣業務 0
随意契約（少

額）
-

9 日本郵便株式会社 1010001112577 後納郵便 0
随意契約（少

額）

A.独立行政法人国立女性教育会館 C.株式会社石井印刷

減価償却費 －

光熱水燃料 電気・ガス・水道・灯油

図書費 事務用図書等

業務委託費 各種運営業務委託費

設備維持費 設備維持費

公租公課

人件費 給与、賞与等

借料及び損料 土地借料、複写賃貸借等

消費税

費　目

10

使　途
金　額

(百万円）

270 印刷製本費

21


	セグメントシート

